
1212

カカタタパパルルトトススタターートトトトレレーーニニンンググががススププリリンントト走走ののススタターートトパパフフォォーーママンンススにに与与ええるる影影響響  

研究代表者 永原隆（スポーツ・武道実践科学系） 

メンバー  Sam Gleadhill（鹿屋体育大学，日本学術振興会） 

目目的的  

100m走において、スタートの成否はパフォーマン

スを決定する重要な要素の一つであり、1)スタート

における高いブロッククリアランスのパフォーマン

スを発揮するためには、大きな合力や加速力をブロ

ックに対して発揮することが必要となる。特に、後

方のブロックへの力発揮は、スタートパフォーマン

スの主要な決定因子と考えられている。2,3) 

スタートパフォーマンス向上を目指した長期、短

期の介入研究は行われているが、効果的にスタート

パフォーマンスを高められる技術トレーニング手段

は明らかになっていないのが現状である。一方、ス

タートにおいて力の発揮方向をより水平に向けるこ

とを目指した技術トレーニングとしてカタパルトス

タートがある。カタパルトスタートは、選手がセッ

トの姿勢にあるとき、コーチが腰部を後ろへ引くこ

とで、水平方向への力発揮を意識づけるトレーニン

グ手段である。このトレーニング手段は、実践的に

広く用いられているが、その特徴や効果は明らかに

されていない。 

これらのことから、本研究では、カタパルトスタ

ートの特徴を地面反力の観点から明らかにするとと

もに、その効果について検証することを目的とした。 

方方法法  

１１．．実実験験  

短距離走選手 14 名にコントロール（通常のスタ

ート）、カタパルトスタート、ポストカタパルトス

タートの3条件で15m走を行わせ、ブロッククリア

ランスから疾走中の地面反力について 54 台のフォ

ースプレートからなる長走路フォースプレートシス

テムを用いて計測した。 

２２．．分分析析  

 得られた地面反力データから、ブロッククリアラ

ンスにおける時空間変数や地面反力、10m 地点に到

達するまでのタイムなどを求めた。その後、各変数

についてコントロールとカタパルトスタート、コン

トロールとポストカタパルトスタートの比較を行っ

た。 また、コントロールとカタパルトスタートにお

けるブロッククリアランス時の地面反力波形の違い

について、Statistical parametric mapping（SPM）

を用いて分析を行った。 

結結果果  

コントロールに対して、カタパルトスタートでは

前脚が発揮した力積と平均力、後脚の ratio of 

force 以外の全ての地面反力変数が大きな値を示し

た。SPM 分析の結果、後脚における前後方向の地面

反力は、ブロックに力を作用させている局面全体に

おいてカタパルトスタートの方がコントロールより

大きかった。コントロールとポストカタパルトスタ

ートの比較では、ポストカタパルトスタートの後脚

のratio of forceが増加し、10m走のタイムが向上

した。 

考考察察  

本研究の結果は、カタパルトスタートを行うこと

で、選手がブロックに対して大きな力を加えられる

ことがわかった。特に、後脚でのブロックへの力発

揮の増大がブロッククリアランス全体にわたって引

き起こされていた。また、カタパルトスタートトレ

ーニングを行うことで、その後のスタートのパフォ

ーマンスが向上することが明らかになった。 

ままととめめ  

カタパルトスタートトレーニングは、特に後脚の

ブロックへの大きな力発揮を伴うことがわかった。

このトレーニングの効果として、後脚の ratio of 

force の改善、スタートパフォーマンスの改善が生

じる可能性が示された。 
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